
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
の
要
請
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍

医
Ｇ
・
Ｂ
・
’
－
１
－
ト
ン
の
手
で
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
九
月

横
浜
吉
原
町
会
所
に
梅
毒
病
院
が
設
立
さ
れ
、
娼
妓
の
検
梅
が
開
始

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
娼
妓
に
対
す
る
検
梅
の
端
緒
が
ひ
ら
か

れ
、
着
点
そ
の
成
果
が
桑
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
の

事
情
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
古
賀
十
二
郎
の
『
長
崎
洋
学
史
』
や

『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
に
よ
っ
て
ひ
ろ
く
し
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

ニ
ュ
ー
ト
ン
に
つ
づ
い
て
、
こ
の
梅
毒
病
院
を
主
宰
し
た
セ
ヂ
ュ
ウ

イ
ッ
キ
、
ヒ
ル
、
ロ
ー
レ
ン
ソ
ン
に
つ
い
て
も
、
乏
し
い
な
が
ら
も

い
く
つ
か
の
報
告
に
よ
っ
て
、
そ
の
活
躍
の
様
子
を
し
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
横
浜
に
つ
づ
い
て
、
神
奈
川
県
下
に
設
立
さ
れ
た
い

く
つ
か
の
梅
毒
病
院
に
勤
務
し
た
日
本
人
医
師
に
つ
い
て
の
報
告

は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
本
総
会
に
お
い
て
は
、
『
神
奈
川
県

史
料
』
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
日
本
人
医
師
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

神
奈
川
県
に
お
け
る
梅
毒
病
院
の
医
師

深
瀬
泰
旦

ニ
ュ
ー
ト
ン
を
中
心
に
、
検
梅
と
梅
毒
の
治
療
を
お
こ
な
っ
て
い

た
横
浜
梅
毒
病
院
は
、
明
治
元
年
四
月
神
奈
川
裁
判
所
に
移
管
さ
れ

て
、
明
治
新
政
府
の
手
に
う
つ
っ
て
か
ら
も
業
務
は
つ
づ
け
ら
れ
て

い
た
。明

治
六
年
三
月
、
遊
廓
が
吉
原
町
か
ら
高
島
町
に
移
転
し
た
の
を

機
に
、
梅
毒
病
院
も
高
島
町
九
丁
目
に
移
り
、
高
島
町
お
よ
び
神
奈

川
駅
の
娼
妓
を
検
診
す
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
明
治

九
年
に
、
保
土
ケ
谷
駅
の
娼
妓
も
高
島
町
梅
毒
病
院
に
お
い
て
、
検

査
を
実
施
す
る
こ
と
が
さ
だ
め
ら
れ
、
二
月
一
九
日
か
ら
実
施
に
う

つ
さ
れ
た
。
つ
い
で
同
月
二
六
日
よ
り
、
川
崎
駅
娼
妓
の
検
梅
の
た

め
、
高
島
町
梅
毒
病
院
の
医
師
二
名
の
、
週
一
回
川
崎
へ
の
出
張
が

開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
場
所
は
い
ず
れ
も
検
査
に
出
張
す
る
と

の
定
め
が
あ
り
、
常
駐
の
医
師
は
い
な
い
。

そ
の
後
同
年
七
月
以
降
、
横
浜
か
ら
遠
隔
の
地
で
あ
る
が
た
め

に
、
各
地
に
梅
毒
病
院
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
明
治
九
年
七
月
に
三
浦
郡
深
田
村
（
現
横
須
賀
市
）
に
、
八
月
に

三
浦
郡
六
合
村
（
現
三
浦
市
）
に
、
二
月
に
足
柄
下
郡
小
田
原
幸

町
（
現
小
田
原
市
）
に
も
う
け
ら
れ
た
。
ほ
か
に
明
治
七
年
に
は
、
三

浦
郡
浦
賀
村
に
私
立
梅
毒
病
院
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
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各
地
に
梅
毒
病
院
の
増
設
を
み
た
の
は
、
同
年
四
月
五
日
、
内
務
省

が
検
梅
駆
梅
の
普
及
を
は
か
る
た
め
、
各
県
に
指
令
を
だ
し
た
こ
と

に
よ
る
。

明
治
一
三
年
一
月
の
改
正
梅
毒
病
院
規
則
を
糸
る
と
、
県
内
に
お

い
て
は
次
の
よ
う
な
日
程
で
検
梅
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
・月

曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
曜
日

こ
れ
ら
の
場
所
の
い
ず
れ
が
病
院
で
あ
り
、
い
ず
れ
が
検
梅
所
の

み
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
『
県
史
料
』
は
教
え
て
く
れ
な
い
。

『
県
史
料
』
に
桑
る

浦
井
宗
一
中
江

鈴
木
文
郁
（
浦
賀
）

浦
井
珠
三
水
留

高
島
町

高
島
町
戸
塚
布
田
府
中

藤
沢
八
王
子
三
崎
町
浦
賀
町

保
土
ケ
谷
大
磯
平
塚
吉
野

横
須
賀
町
神
奈
川
小
田
原

川
崎

に
桑
る
日
本
人
医
師
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

中
江
感
思
（
高
島
町
）

水
留
昇
仙
安
西
玄
圭
（
横
須
賀
）

西
岡
清
庵
市
川
顕
道
伊
藤
賢
吉
古
谷
潤
三
鈴
木
正
雅

（
小
田
原
）

清
水
腺
民
（
三
浦
）

こ
れ
ら
の
医
師
が
検
梅
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
医
師
の
す
べ
て
で

は
な
く
、
ほ
か
に
お
お
く
の
医
師
が
本
事
業
に
協
力
し
た
も
の
と
お

も
わ
れ
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
し
め
す
史
料
は
み
ら
れ

な
い
。
こ
れ
ら
医
師
に
つ
い
て
調
査
し
え
た
と
こ
ろ
を
の
べ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
）

（85）85


